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東京大学医学部附属病院

•1858年設立 
•上野駅近く、東大本郷キャンパス内 
•1,217床、外来3,117名/日 
•特定機能病院、先進医療 
•職員3,913名



国際診療部の発足と理念
2012年秋に正式稼働 

•海外Inbound患者対応 
•外国人医療者受入れ 
•職員教育 
•院内環境整備

I 東大病院の高度な医療を世界へ広げます
　当院には様々な診療部門があり、それぞれが先端

的な医療を提供したり国内の医療をリードする役割を

持っています。当院が持つ医療技術を国境や文化、言

語に関係なく海外の患者さんにも積極的に提供する体

制を整えることは国際診療部の重要な役割です。国際

診療部が国際的な環境と当院をつなぐコネクターとな

り、多言語への対応、医療者間でやりとりする情報や

医療文書の翻訳、手続き等について対応し、各診療

部門が国内だけでなく海外からの患者さんに対しても

高度な医療の提供に専念できるよう環境を整えていき

ます。国際診療部へはアジア、ヨーロッパ等、様 な々

国の方から受診希望の相談があります。当院は国内だ

けでも多くの患者さんが受診されるので、海外の患者

さんを積極的に受け入れることで国内の患者さんに対

する診療が圧迫されないよう、原則として海外からの

患者さんの受け入れには、東大病院でしか行っていな

い先進医療を希望していること等の条件を設けて対応

しています。また、海外からの患者さんが文化や食事

の違いで困らないよう、看護部や病態栄養治療部等と

協力しています。当院での治療が終わり帰国した患者

さんは、母国の医療機関で診療を受けることになりま

す。そのため、母国の医師と当院の医師がコミュニケー

ションをしっかりと取れるような体制作りも行います。

I 積極的な国際間の人材交流を行います
　日本の医師免許を持っていない海外の医師でも、日

本の法律で定められた臨床修練制度において、厚生

労働大臣が指定する病院で指導医の実地指導監督の

もとであれば、診療を伴う研修が認められています。

また、最近になって、海外の優れた技能を持つ医師を

臨床教授として受け入れる制度もでき、国内の医師へ

の教育を目的として海外から招聘した医師が診療に加

わることも可能になりました。このような制度を活用し、

海外から招聘した医師や高度医療修練を目的として訪

れる医師らが、国籍等に関係なく当院で手術や処置を

行うことや、技術の習得を日本人医師らと同様にでき

るよう体制を整備し、当院で活動する若手医師や参加

特 集 国際的な拠点病院に相応しい発展を遂げるために

国際診療部の取り組み
国際診療部では、東大病院の高度先端医療の門戸を世界に向けて幅広く開くべく、

海外からの患者さんの受け入れサポートや、臨床教育面における国際交流を

行いやすくするための環境整備を推進しています。

型臨床実習を行っている本学学生らと交流する環境の

実現を目指します。近隣の国だけでなく様 な々国や地

域の医師や学生から国際診療部へ研修希望の相談が

あり、実際に受け入れも行っています。

　また、海外からの視察、見学も受け入れています。

医療機関だけでなく、国の機関や大学、企業等様々

です。主に、検査部、薬剤部、手術部等の各部門や

病棟の運営方法、日本の保険制度における病院経営

等について意見交換を行っています。欧米やアジアの

特定の地域では多言語、多文化、多宗教の中での医

療を実践しているため、国際診療部から視察に行くこ

ともあります。

I 東大病院の国際対応能力をさらに伸ばします
　当院には既に国際的に活躍している方が大勢おりま

す。医師だけでなく医療スタッフや事務職員を含む幅

広い病院職員の国際的な対応能力の向上のために、

職員向けの語学教室や院外から招いた講師によるセ

ミナーを実施しています。外国語に慣れていない職員

には、外国の方と接する際に言語が違うというだけで

何もできなくなってしまうという悩みを持つ人も多くいま

す。そこで、語学教室で語学力アップを図るだけでなく、

海外の文化や宗教とそのような環境における医療につ

いて学ぶセミナーや様 な々国際交流の実践等を通じて、

国際的な対応能力を高めていきます。

　また、医療通訳士の配置や、院内標識の多言語化

も進めています。外来診療棟1階に設置している多言語

医療受付支援システムは5ヶ国語で受診の流れ等を案

内することが可能です。昨年春には外国語ホームペー

ジをリニューアルし、発信する情報を充実させ、自動

翻訳サービスの導入によって対応言語も増やしました。

海外のほとんどの国や地域からアクセスがあります。多

言語化は全国の医療機関の課題でもあり、「いつでも、

どこでも、何語でも」を目指し、コンピューターによる

翻訳、電話回線を使った電話通訳等、研究として当

院でプロトタイプを試すような取り組みも行っています。

　平成24年の秋に国際診療部が設置されてから、当

院の高度先端医療を世界へ向けて提供し、臨床教育

面における国際交流を行いやすくするため、様 な々環

境整備や体制作りを進めてきました。しかし、現時

点では完成形ではなくこれからさらにブラッシュアップ

し、より良いものにしていくことを目指しています。また、

医療のグローバル化に対する国内の体制は、現状では

持続可能とは言い切れない状況です。国際診療部長

の田村純人医師は「当院の活動を一つのエビデンスと

して示し、持続可能なしくみを実現していくことが、今

後の長期の目標です」と話しています。
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院内に設置された5カ国語のサイン

多言語医療受付支援システ
ムM-cube（タッチパネルで
簡単に操作でき、中国語・
韓国語・ポルトガル語・英語・
日本語に対応している。）

当院にて臨床試験中の携
帯端末を用いた翻訳システム
（独立行政法人情報通信研
究機構と当院の共同研究。
左のタブレット端末が来院
者用で、マイクに向かって英
語で話しかけると自動で日本
語に翻訳される。同様に右
の携帯端末は職員用で日本
語が英語に翻訳される。）

ネパールから臨床修練制度
を活用し心臓外科で研修中
のニルマル・パンティ医師。
「この研修は心臓血管外科
の領域において高度な臨床、
研究のスキルを習得するため
に有益です。現在ネパールで
はLVAD（左室補助人工心
臓）の使用や心臓移植を行っ
ていませんが、今後行うこと
になったら習得したスキルを
活かしたい」と話しています。

国際診療セミナーの様子

五カ国語表記（日・英・中・韓・露）



英語HPの刷新（平成26年4月～）

Google Translateで多言語化対応



•ファシリテーターを介する •特別外来室、特別病棟の使用
システム化した患者受入れ



職員教育 
（英会話） 情報提供 通訳システム

教育機関 総合大学 研究機関
個人 
院内 職員・職種別 国際診療セミナー 医療通訳

病院 
東京 ICT利用 国際医療研究会

（首都圏） 電話通訳

日本 書籍の発行 びわ湖国際医療 
フォーラム ICT通訳

医学部附属病院の利点を生かして
その他の取り組み



国際医療研究会（首都圏）の開催 

•第1回　外国人診療について（2015年2月） 
•第2回　医療の国際認証を問う（2015年9月）

総合大学として



研究機関として

‣医療通訳士 
‣電話通訳 
‣ICTツール

言葉
多言語 
２４時間 
携帯可能

丁寧な説明 
膨大な文書

先駆的な取り組みで言葉の壁を壊す



•医療用多言語音声翻訳 
•臨床応用にはまだ高い壁 
•日本の高い技術を世界へ

研究機関として
先駆的な取り組みで世界の常識を変える
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今後の予定

•受入れ患者増に対応 
•情報発信、協力体制 
•Inboundの問題解析・解決


